
主目的 2 7 4

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

自然環境団体の活発な活動の促進を図ることにより、小牧市内の自然環境の保全に寄与

する。

内容

（手段）

◆24年度実施内容

合瀬川の清流を取りもどす会では、毎年３市２町（犬山市・小牧市・北名古屋市・扶桑町・大

口町）で水質・生物調査を行い、河川環境保全のための監視活動や沿川住民と協働して河

川美化活動を実施している。

小牧市は合瀬川の清流を取りもどす会の事務局として、毎年5月末に開催される理事会・通

常総会を含める年5回の会議と河川美化活動をはじめとする年6回の行事の連絡調整、資

料作成等の事務を行なっている。

◆24年度直接経費の内訳

合瀬川の清流を取りもどす会負担金（259千円）

自然環境観察人研修会講師謝礼・水生生物等調査員謝礼（170千円）

環境対策課

環境保全係
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合瀬川の清流を取りもどす会規約

3

平成３０年度以降
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分野別計画
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根拠法令・個別計画

1

担当部

担当係
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自然環境観察人研修会講師謝礼・水生生物等調査員謝礼（170千円）

消耗品・食料費等（86千円）

◆25年度直接経費の内訳

合瀬川の清流を取りもどす会負担金（259千円）

自然環境観察人研修会講師謝礼・水生生物等調査員謝礼（130千円）

消耗品・食料費等（179千円）
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事業の

達成状況

　業績の評価指標の全てにおいて目標を達成しており、目的はおおむね達成された。
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事業実施におけ

る課題

　合瀬川の清流を取りもどす会の事務局は、昭和48年の結成以降小牧市が継続して

務めている。しかし、事務局として小牧市が負担する事務量が多くコスト（人件費）の

面から引き続き小牧市が事務局を担当することは有益でない。
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一次評価のとおり。

　合瀬川の清流を取りもどす会が継続的に実施している各種調査のデータ蓄積が途

絶える。また、各種啓発事業を縮小した場合、自然環境に対する市民の意識低下が

懸念される。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

維　持
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合瀬川の清流を取りもどす会の事務局の持ち回り、事業の担当制等を構成市町と協

議し、改善することにより事務局の負担を減らす。
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２６年度以降

の改善案

合瀬川の清流を取りもどす会の組織のあり方について、事務局の持ち回り、事業の

担当制の他に、ＮＰＯ団体への委託、組織のスリム化等を検討する。

実実実実

施施施施
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果果果果

合瀬川の清流を取りもどす会が実施している各種調査データは自然環境を保護する

上で貴重な資料となるものであり、各種啓発事業は市民の自然環境の意識の向上を

図る上で有益である。

判定理由

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


